
1．はじめに

本稿は、2018 年に行った京都西陣地区における築 140

年の「伝統的京町家が有する潜在的な持続可能性」に着

目した改修の報告、およびその考察として設計手法を「潜

在的な持続可能性を顕在化させる」手法として整理する

ことで町家再生に新たな視座を得る試みの報告である。 

1.1 研究の背景 

1.1.1 町家の現状と評価の変遷 

 京都市による町家に関する調査報告としては以下の２

点が主要なものである。「京町家再生プラン-くらし・空

間・まち(2000 年)」1）では、居住継続の問題点に関する

住民アンケートの回答（耐震性・防火性56.5％、維持修

繕費用 47.8％：複数回答）が報告されている。「京町家

まちづくり調査に係る追跡調査(2016 年)」2）では、2009

年に 47,735 軒存在した京町家が 40,146 軒に減少、年間

800軒，1日 2軒の滅失が進行しており、空き家が 5,002

軒から 5,834 軒に増加し、空き家率が 14％を超えている

ことが報告されている。 

 

町家評価は、①それまで顧みられることのなかった町

家が 1950 年代から徐々に歴史化されはじめ、②それ以

降「日本的コミュニティのひな型」「保存すべき文化財」

という評価が定着し、③同時に造形的にも評価され、④

今日のパラダイムの変換点の状況の下、モダニズムの方

法論とは異なる設計思想が再評価され、⑤現在では、観

光や働き方の変化の受け皿としての「都市再生の資源」

と位置付けられている 3）という変遷をたどっている。 

1.1.2 行政の対応 

前節の評価に呼応するように、京都市は「京都市京町

家の保全及び継承に関する条例(2017 年 11 月)」4）、「京

都市京町家保全・継承推進計画(2019 年 2月)」5）におい

て、①町家所有者だけでなく事業者、団体、行政などが

連携した保全・継承の取組み、②取壊しを事前に把握し

保全・継承に繋げる仕組み（町家解体の事前届出制度：

解体する 1 年前までに届出の提出が必要）、③不動産流

通市場の積極的な活用（サブリースなど）による民間活

用、を策定し今日に至っている。 
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ᅗ1࿘㎶ᅗ  

ⷧⰍᒇ᰿ࡀ現在ṧ࠸࡚ࡗる町家 

⃰Ⰽᒇ᰿ࡀᮏᘓ≀ࠊを♧ࡍ 

1.1.� ᪤ 研究 

町家に関する᪤ ◊✲はከく、そのෆᐜは主に、①空

間ᵓᡂ・その変遷に関する◊✲ �）、②እ観形ᡂ・⾤୪み

に関する◊✲ 7）、③住まい方に関する◊✲ �）、④コミュ

ニティ形ᡂに関する◊✲ �）、という㸲࢝テࢦリーに大ู

される。 

1.1.� 町家ᨵಟの設計᪉法ㄽ 

同ᵝに、改修設計やࣝࣅࣇࣝࢭドなどに関する設計の

事例報告も数ከくなされている。 

୍方、㏆年の♫఍現㇟として、町家の改修がある✀の

ブームになっている。୍例をあげれࡤ「町家とモダン家

ලのコントラスト（例えࡤ、໭Ḣ家ලで住ࡴ京町家）」と

いうような࿴のテイストに㢗ったᏳ᫆なࣙࢩࢵ࢓ࣇン化

である。このようなၟ業化にഴいたような改修はいうに

及ࡎࡤ、本᮶的な改修にも➹者はある✀の㐪࿴ឤをឤじ

ている。例えࡤ、「中㏵༙➃な改修は�で、⣧ṇな改修が

〇という評価」࡬の㐪࿴ឤ、「すべてを建設時のඖの状ែ

にᡠせࡤよいというཎ理主⩏的改修」࡬の㐪࿴ឤである。

また同時に、「伝統ᢏ⾡࡬の評価が手ᨺしに⏑くなってい

る」ことにࡘいても㐪࿴ឤをឤじている。 

1.1.�  の町家࡚ࡋとࢢࣥ࢕ࢹࣝࣅ࣭ࣝࣈࢼࢸࢫࢧ

1999 年に日本建築学఍が、サステࢼブࣝ・ࢹࣝࣅィン

を通じての┬エࣝࢡサイࣇを「（前༙部␎）建築のライࢢ

有ᐖ≀㉁᤼出ᢚ制をᅗ・ࣝࢡー・┬資源・リサイࢠࣝࢿ

り、その地ᇦのẼೃ・伝統・文化および࿘㎶⎔ቃと調࿴

しࡘࡘ、ᑗ᮶にࢃたって、ே間の生活の㉁を㐺度に維持

あるいはྥୖさせていくことができる建築≀」��）と定⩏

したが、この定⩏はまさに町家がサステࢼブࣝ・ࢹࣝࣅ

ィンࢢにᙜてはまることを♧していると考えられる。 

1.1.� ௒ᅇのᨵಟ計⏬の఩⨨࡙ࡅ 

したがって今回の改修計画を、サステࢼブࣝ・ࢹࣝࣅ

ィンࢢとしての町家における持続可能性の観点から「᪤

存の建築のもࡘ文⬦の㇏かさに着目し、現在のព࿡が付

加されながらᮍ᮶に受け継がれていく」建築のあり方を

᥈るᐇ㊶と位置づけた。 

1.2 ┠的 

本稿は、改修計画に関するୖグの位置づけのもと、前

節に㏙べた現状・評価・᪤ ◊✲をᛕ㢌に、◊✲とᐇ㊶

をᶫΏしするᯟ組みを♧すことを目的として「持続可能

性」の視点からໟᣓ的な手法の整理を目的とする。 

2.ᘓ≀のᨵಟ๓の状ἣとᵓ㐀性能のᅇ᚟ 

2.1 ࿘㎶の状ἣ 

ᩜ地は京都西陣のᮾ➃部に位置し、現在は‽ᕤ業地ᇦ

にᣦ定されている。࿘㎶に 

は࣐ンࣙࢩンや新築のᡞ建 

住Ꮿが❧ち୪び、ྂい建≀ 

と新しい建≀がඹ存する⾤ 

୪みを形ᡂしている(ᅗ 1）。 

 

 

2.2 ᘓ≀の状ἣ 

間ཱྀ 3間、ዟ行き 4.5 間、པ子 2㝵の⧊ᒇ建て、᫂἞

前ᮇの築造と思ࢃれる(ᅗ 2）。建設ᙜึは༡໭住ᡞとの

連Ჷとなっており、໭ഃにト࢜リニワがあり(ᅗ 3）、ඹ

同஭ᡞを持っていた。40㹼50 年前に、࢜モテの༡ഃで㞵

₃りがあったと推 され、そのᚋ、大ᒇ᰿のⵌき᭰え（㔙

のᥭげ前、2㝵࣐ࣀࢭトミᱱのレ࣋ࣝ⿵ṇ、ミࣄ、（⎰⸆

のᗋ㈞、アࣝミ❆の新設が行ࢃれた。㏆年までは೉家と

なっており、ᗑ子改修として、㢼࿅、౽所の新設、ᮾഃ

の地Ჷの⿵ᙉなどが行ࢃれたと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ᩜ 地㠃積は 70.0 ੍、改修前のᗋ㠃積は、1㝵 58.5

੍、2㝵 32.1 ੍、改修ᚋのᗋ㠃積は、1㝵 58.1 ੍、2㝵

14.1 ੍である。 

2.� ᵓ㐀のຎ化状ἣ 

㍈組は༡໭でಽれがあった。ỿ下はᑠ㯮ᰕを中ᚰにᨺ

ᑕ状にⓎ生していたが、建≀の❧や▴はẚ㍑的しっかり

していた(ᅗ 4）。建≀全体でレ࣋ࣝを┤すため、ࣄトミ

ᱱをもとの㍈組にᡠす必要があると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2 པᏊ 2㝵ᘓ࡚のእほ  ᅗ  ࣡ࢽࣜ࢜ࢺ�

ᅗ � ᪤Ꮡ㍈⤌ㄪᰝᅗ�1㝵� ڧᅖみᩘᏐはᰕのỿୗᑍ法㸦᭱኱1��PP㸧ࠋ 
    はᱱのಽࢀᑍ法を♧ࡍ㸦1㝵࡛᭱኱��PP2ࠊ㝵࡛᭱኱��P㸧ࠋ 

ᵓ㠃にࡾࡼಽࢀ᪉ྥࡀ␗なࠊࡾᘓ≀ࡡࡀじ࠸࡚ࢀるࡇと࠿ࢃࡀるࠋ 

ᅗᅗ ��    
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2.� ᵓ㐀性能ᅇ᚟ 

伝統㍈組ᵓ法のᢏ⾡を用いて建≀を೺全な状ែにᡠす

ことはḟ❶以下に㏙べる持続可能性の大前提である。し

たがって「ᵓ造改修」ではなく「ᵓ造性能回᚟」と呼ࡪ。

ල体的には、以下の㸱㡯目の回᚟ᕤ事を行った。 

・レ࣋ࣝの回᚟：建≀の不同ỿ下を┤すために 5ࣨ所の

ᰕを持ちୖげ、レ࣋ࣝを保ったᚋでᇶ♏のᤣえ┤しやᰕ

の᰿継ࡂをおこなった。 

・ಽれの回᚟： ᥭげ前だけで建≀の❧ち（ᆶ┤）が┤ら

ない⟠所が 6か所（23㹼70ｍｍ）あり、イ࢞ミ✺きによ

り建≀のಽれを┤すస業をおこなった。 

・ᅵቨの回᚟：ⴠちたᅵቨ部に➉ᑠ⯙を⦅み┤しⲨቨを

くり(ᅗࡘ 6)中ሬりの状ែで仕ୖげとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 潜在的な持続可能性を顕在化させる設計手法  

改修計画の位置づけ（1.1.6）で㏙べた「᪤存の建築の

もࡘ文⬦の㇏かさに着目し、現在のព࿡が付加されなが

らᮍ᮶に受け継がれていく」建築のあり方にࡘいて᥈る

うえで、以下の㸱㡯目により整理を行った。 
①「᪤存の建築のもࡘ文⬦の㇏かさ」を、町家が有して

いる「潜在的な㉁」としてᢳ出しグ㏙する。 
②町家にഛࢃっている「現在のព࿡が付加されながらᮍ

᮶に受け継がれていく」ことを可能とする㉁を、現代の

建築にも㐺応可能あるいは㐺用すべき「持続可能性」と

してグ㏙する。 

③ୖグ「潜在的な㉁」と「持続可能性」を顕在化すべく、

今回の改修においてල体的に手法としてᒎ㛤したෆᐜを

「顕在化の手法」としてグ㏙する。 
以下に、手法ࡈとに㸱ࡘの㡯目にࡘいてグ㏙する。 
�.1 町家のᵓᡂを⥅ᢎࡍるఫ✵㛫 

・潜在的な㉁：町家のᵓ造形ᘧが本᮶的に持っている「⮬

⏤度・᚟ඖ性をもࢩࡘステム」が、⧊ᒇ建ての空間に㇏

かさを生み出す。 
・持続可能性：このࢩステムからᑟき出される「スケࣝ

トン・インࣇィࣝ性」が、町家という住空間の持続可能

性の᰿ᖿをᨭえている。 
・顕在化の手法：ᪧ・ᅵ間（⫋空間）から新・LDK（住

空間）࡬の㌿換をㄆ㆑できるようにᗋレ࣋ࣝを設定し、

「スケࣝトン・インࣇィࣝ性」を᫂らかにする(ᅗ 7)。 
 

 

 

 

 

 

�.2 ✵㛫の㍈性 

・潜在的な㉁：〼を㛤けᨺてࡤミࢭからᗞまで୍Ẽにࡘ

ながる「┤進する㍈性」と、〼を㛢めれࡤᒅ᭤する「ᒎ

㛤する㍈性」が、町家のᑠ空間にඹ存している。 

・持続可能性：このࡩたࡘの㍈性による空間ᵓᡂが、㝈

られた空間で㇏かに住まうことを可能とする。 

・顕在化の手法：部ᒇ㓄置の㦵᱁を継承した改修が、ࡩ

たࡘの㍈性による空間ᵓᡂを顕在化 

させる(ᅗ 8、9、10)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�.�  ࣥࣙࢩ࣮࣮ࣞࣗ࢟ࢧをඹᏑさせるࢣとࣞࣁ

・潜在的な㉁：サーキュレーࣙࢩン⤒㊰の㑅ᢥ可能性が、

⣽㛗くዟ行きのあるᩜ地で居住するためのྜ理的な解Ỵ

策となっている。 
・持続可能性：┦཯する動⥺（ࣁレ動⥺、ケ動⥺）をඹ

ᅗ� ᨵಟ๓の࣡ࢽࣜ࢜ࢺ໭ഃᅵቨ㸦ሙᡤはᅗ�ཧ↷㸧 

ᅗ � ᨵಟᚋの࣡ࢽࣜ࢜ࢺ໭ഃᅵቨ  

ᅗ� ᨵಟ๓㸸 ᙜึは⧊ᒇᘓ ࢜ࢺ࡚�
のᚋのᨵಟࡑࠊ�ᅵ㛫ࡀࢡと࢜࣡ࢽࣜ
 ࡛࢜  ࡓ࠸࡚ࡗs� Ѝ 㸩���になࡀࢡ

ᨵಟᚋ㸸 ࣡ࢽࣜ࢜ࢺを࢟ࣥࢳࢵにᨵ
ಟࡋ s� Ѝ 㸩���にࣜࠊ ࢖ࢲࢢࣥࣅ
ᒇ⧊ࠊࡋを ���� Ѝ ����とࢢࣥࢽ
ᘓ࡚のࣞ࣋ࣝᵓᡂを⥅ᢎ 

ᅗࡘࡓࡩ�の㍈⥺をᑛ㔜ࡓࡋᨵಟᖹ㠃 

ᅗ1�࣑ࡽ࠿ࢭᗞࠕ࡛ࡲ┤㐍ࡍる㍈性ࠖࢻ࣮ࢧ࢓ࣇࡀに⾲࠸࡚ࢀる 

ᅗ� ┤㐍ࡍる㍈⥺  
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存させることで、さまࡊま 
な住まい方を可能とする。 
・顕在化の手法：᪤存建ල 
の㌿用⟠所をࣁレ空間の動 
⥺部に㝈定し、ࣁレ空間を 
顕在化した(ᅗ 10,11)。 

 

 
 

 

 

 

�.�  㸸ᐊ⏝㏵の஫᥮性࣭㌿⏝性࣐ࣀ࢝ࢼ

・潜在的な㉁：␚のࢩステムがᐊ用㏵の஫換性・㌿用性

をᨭえる。 

・持続可能性：部ᒇと用㏵の୍ᑐ୍ᑐ応ではなく、部ᒇ

を複ྜ的に౑うことで、᭱ᑠ㝈住Ꮿでありながら㇏かな

住まい方を可能とする。 

・顕在化の手法：日ᖖ時はᐷᐊである࣐ࣀ࢝ࢼの⊂❧性・

居住性を㧗めるため、࣐ࣀ࢝ࢼとト࢜リニワの間に間仕

ษቨを新設した（ᅗ 12）。୍方で、᮶ᐈ時には࣐ࣀ࢝ࢼ

は座ᩜ（᥋ᐈ空間）としてミࢭとの連続性を☜保した。 

 㸸୰㛫㡿ᇦ性࣐ࣀࢭ࣑ �.�

・潜在的な㉁：ミ࣐ࣀࢭが、බඹ㡿ᇦと家᪘㡿ᇦとを「ࡘ

なࡄ」か「ษる」かの༢⣧な஧者ᢥ୍ではない、ࢢラࢹ

ーࣝࢼࣙࢩな空間としてᶵ能する。 

・持続可能性：この中間㡿ᇦの手法が⫋住୍⮴の都市㞟

住のための▱ᜨとして町家にᜥづいている。 

・顕在化の手法：ミ࣐ࣀࢭに居ᐊとしての㡢・プライࣂ

を中間㡿ᇦとして࣐ࣀࢭーの性能が不㊊するため、ミࢩ

位置づけ、ᪧ・6␚を新・4␚に⦰ᑠした。୍方でࣀ࢝ࢼ

࣐をᗈげ居ᐊ空間を☜保した(ᅗ 12)。 

 

 

 

 

 

�.� ✵㛫の୍య性 

・潜在的な㉁：⧊ᒇ建て≉有の࢜ࢡ（ ・ᪧƫ ⧊りస業場）

の空間ᵓᡂが、ひとࡘᒇ᰿の下での୍体性を生み出す。 
・持続可能性：空間ᵓᡂが生ࡴ㛤ᨺ性は、࣏ストコࣟࢼ

の生活ᵝᘧに㐺ྜした⫋住ే用住Ꮿのモࣝࢹとなり得る。 
・顕在化の手法： 1㝵のミ࣐ࣀࢭとト࢜リニワのኳ஭を

᧔ཤし、୍体性をឤじられ 

る空間ᵓᡂとした。2㝵ࣟ 

トはࣇ 3方ྥに࢜ープンな 

ためᾋいているような༳㇟ 

を୚える (ᅗ 13㹼16)。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�.�  㛫㸦1㸧✵ࡘࡶせࢃ࠶㸸✵㛫性とᶵ能性を࣡ࢽࣜ࢜ࢺ

㸸✵㛫性 

・潜在的な㉁：ዟにព㆑をᑟくỈᖹ性のᙉい空間ᵓᡂの

なかで、ト࢜リニワが、ኳ空とࡘながっているようなᆶ

┤性を生み出す。 

・持続可能性：ෆ部にᆶ┤性を持ち㎸ࡴことで、町家≉

有の都市㞟住の空間ឤぬが形ᡂされる。 

・顕在化の手法：ト࢜リニワのᆶ┤性・Ỉᖹ性を回᚟す

るため、᪤存のト࢜リニワୖ部の 2㝵ᗋを᧔ཤし火⿄空

間とした(ᅗ 17,18)。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ12 ᕥᅗはᨵಟ๓ྑࠊᅗはᨵಟᚋࠋ 
 ࠋのᒃఫ性を㧗める࣐ࣀ࢝ࢼࠊࡋとの㛫に㛫௙ษቨを᪂設࣡ࢽࣜ࢜ࢺ

ᅗ1� 2㝵ᖹ㠃ᅗࠋᕥᅗはᨵಟ๓ྑࠋᅗはᨵಟᚋ㸸࣑࣐ࣀࢭと࣡ࢽࣜ࢜ࢺに
྿ᢤࡅを設୍ࠊࡅయ性を⏕みฟࠋࡍ 

ᅗ1� ࣑࣐ࣀࢭኳ஭᧔ཤᚋの状ἣ 

ᅗ1� ࣊ࣖの᩿㠃ࠋᕥᅗはᨵಟ๓㸸ྛࠎの㒊ᒇࡓࡋ❧⊃ࡀ状ែྑࠋᅗはᨵಟ
ᚋ㸸᪂ࡓな྿ᢤࡅにࡼる୍ᐊ✵㛫ࠋ 

ᅗ1� ୖᅗはᨵಟ๓㸸࣡ࢽࣜ࢜ࢺにኳ஭ 
 ࠋる状ែ࠸࡚ࢀࡽ㈞ࡀ
ୗᅗはᨵಟᚋ㸸ኳ஭に࡚ࡗࡑ✵㛫 
ࢽࣜ࢜ࢺ �ᅗ1 ࠋࡃ࠸࡚ࡧዟにఙࡀ  ࣡

ᅗ11 ᕥᅗはࣞࣁ᫬࣐ࣀࢭ࣑ࠋを๓ᐊに࣐ࣀ࢝ࢼをᗙᩜと࡚ࡋ౑ྑࠋ࠺ᅗは 
 ࠋࡍ♧Ⅼ⥺は᪤Ꮡᘓලの㌿⏝⟠ᡤをࠋ᫬ࢣ

ᅗ1� ࢫࣛ࢞ࡾࡍをᔐめࡓ㯮࠸㞀Ꮚ
ࣀࢭ࣑ࠊ࣐ࣀࢭ㛵�࣑⋟ࠋ᪤Ꮡᘓලࡀ
 ࠋࡓࡋ⏝㛫に㌿࣐ࣀ࢝ࢼ࣐�

ᅗ1� ᒃ㛫୍ࠊ࡛ࡲ࣐ࣀࢭ࣑ࡽ࠿Ẽにぢ㏻せる୍ᐊ✵㛫 
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�.�  㛫㸦2㸧✵ࡘࡶせࢃ࠶㸸✵㛫性とᶵ能性を࣡ࢽࣜ࢜ࢺ

㸸ᶵ能性 

・潜在的な㉁：ト࢜リニワが動⥺空間かࡘ⤥᤼Ỉ設ഛの

ࣝートとしてのᶵ能を有している。 

・持続可能性：住Ꮿෆに都市インࣇラをᤄධすることに

より維持⟶理のᐜ᫆性・᭦新可能性を☜保している。 

・顕在化の手法：ト࢜リニワに⋞関・キࢳࢵン・トイレ・

Ὑ㠃を┤ิに㓄置し、୍␒ዟにᾎᐊを増築した(ᅗ 19)。

あࢃせて೉家時代のトイレ・ᾎᐊの増築により手⊃とな

り౑えなくなっていたᗞを回᚟した（ᅗ 20）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�.�  のᶵື性㸦変᭦ᐜ᫆性㸧ࣥࢺࣝࢣࢫ

・潜在的な㉁：㞟ᐦ都市における建設のᕤኵが、㍈組み

の可変性、解体を前提としたᮌ組みのᢏ⾡を生み出した。 

・持続可能性：その⤖ᯝとしての᫂解なスケࣝトン（ᒇ

᰿・ቨ・㍈組・ᇶ♏など）が、プラン・間仕ษりのᐜ᫆

に変᭦可能なᶵ動性のあるࢩステムを生ࡴ。 

・顕在化の手法：㍈組変᭦のᐜ᫆性を活かし、ᪧ「⾲の

間 1間༙・ḟの間 1間」を新「⾲の間 1間・ḟの間 1間

༙」にධれ᭰えた（前㡫ᅗ 12）。 

�.1� ⪏ຊቨのᶵື性㸦変᭦ᐜ᫆性㸧 

・潜在的な㉁：耐ຊቨ（ᅵቨ）の⿵修（യみ部ศのみᑠ

⯙下地を┤してᅵを付け㊊すことができる）のᐜ᫆性と、

ዟ行き方ྥにఙびる空間ᵓ造がもたらすᯫᵓ形ᘧ（୧ጔ

ቨに㛤ཱྀ部がなく、㐨㊰にᖹ行なᱱ間ᵓ㠃は࡯とࢇどが

㛤ཱྀ部で、ቨ位置の制⣙を受けない）が、耐ຊቨの㓄置

変᭦に⮬⏤度を生み出す。 

・持続可能性：耐ຊቨが、㓄置のᶵ動性・性能の回᚟性

にᐩࢇだࢩステムを形ᡂしている。 

・顕在化の手法：യࢇだᅵቨに➉ᑠ⯙を⦅み┤しⲨቨを

仕ୖげて耐ຊቨを回᚟し(ᅗ 6)、プランの☜定にྜࢃせ、

ᱱ間ᵓ㠃（⾲ᵓ㠃・ᑠ㯮ᰕ・大㯮ᰕ・⿬ᵓ㠃）に᭱もຠ

ᯝ的でࣂランスのⰋい⟠所にᅵቨを新設した(ᅗ 21,22)。 

 

 

 

 

 

 

�.11 町家≉᭷の ⇕⎔ቃ≉性に対応ࡍるఫ࠸ࡲ᪉ 

・潜在的な㉁：町家の≉ᚩである、⎔ቃ調整型空間（ప

᩿⇕、పẼᐦ）、パーミアࣅリティ（ከᏍ㉁性）を生かし

ኟと෤を住みศけ、෤はᑠさくኟはᗈくᬽらす。 

・持続可能性：現代の㧗᩿⇕のேⅭ的な⎔ቃではなく、

ேが⮬↛とかかࢃって㇏かなᬽらしをはࡄくࡴという新

⮬↛⎔ቃに住まうモࣝࢹとなり得る。 
・顕在化の手法：可能な⠊ᅖに᩿⇕を行う୍方で、部ศ

᩿⇕（居住部ศの᩿⇕区画）エリアを設定した(ᅗ 23,24)。

また、パࣝࢿ型┿空᩿⇕ᮦ（9,3 パࣝࢿ）をෆᙇしたᅵ

ቨ部のみቨ仕ୖげを変え、ࣟࢡスᙇりとすることで᩿⇕

⠊ᅖを᫂♧した ��）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�.12 ┿ቨ㐀ࡾにࡅ࠾る᩿⇕性能の☜ಖ 

・潜在的な㉁：┿ቨ造りのᅵቨの性㉁として、調‵性能・

⵳⇕性能は有するが、᩿⇕性能はపい。 

・持続可能性：┿ቨ造りにࡩさࢃしい᩿⇕ᕤ法を用いて

 ⇕⎔ቃをྥୖさせ、持続可能性を⋓得する。 

・顕在化の手法：┿空᩿⇕ᮦ（ཌさ㸳ミリ）を用い、࢜

のニワഃの❆ୖ部に試㦂᪋ᕤを行った(ᅗࢡ 25,26)。ᅵ

ቨのᐊෆഃに不⧊ᕸでᕳいた┿空᩿⇕パࣝࢿを㈞り、➉

⡵の下地によりⷧ⫗のᕥᐁ仕ୖげとし、ཌみをቨとᰕの

リᑍ法ෆにᢚえることで、┿ቨのព໶を維持できる新ࢳ

ᅗ21 ࠿�ᡤのᱱ㛫ᵓ㠃にࡃࡼࢫࣥࣛࣂ 
ᅵቨを᪂設 

ᅗ22 ኱㯮ᰕᵓ㠃�ᕥ�ࠊ⿬ᵓ㠃� �ྑ 
の᪂設ᅵቨ 

ᅗ2� ᩿⇕⠊ᅖᅗ 
㸦ᖹ㠃ᅗ᩿ࠊ㠃ᅗ㸧 

ᅗ2� 
㒊ศ᩿⇕を行ࠋ࣐ࣀ࢝ࢼࡓࡗᕥ
ഃの⃰Ⰽのቨࣝࢿࣃࡀᘧ┿✵
᩿⇕ᮦ㸦9,3ࣝࢿࣃ㸧ෆᙇࢡࡾ
 ࠋの㒊ศࡆ௙ୖࢫࣟ

ᅗ1� ᕥᅗはᨵಟ๓のỈሙ㸸ሙᙜࡾࡓ的なᨵಟ 
ྑᅗはᨵಟᚋのỈሙ㸸࣡ࢽࣜ࢜ࢺのᅵ㛫ୗを㓄⟶ࢫ࣮࣌ࢫと࡚ࡋᅇ᚟ 

ᅗ2� ࣡ࢽの状ἣࠋᕥᅗはᨵಟ๓ྑࠊᅗはᨵಟᚋ 

࣮࢘ࢫࣛࢢ  ࣝ
1�.� W �� 
ࢿࣃ9,3  ࣝ
 
❆ୖ┿✵᩿⇕ 
ᮦ඘ሸ 
㞄Ჷࡾ࠶㸦  ୖ
㒊は᩿⇕なࡋ㸧 
ࣇ࣮ࣝࣀ࢙ࣇ  ࢛
࣮࣒W �� 
᩿⇕なࡋ 
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たな᩿⇕ᕤ法である ��）。今ᚋの町家における᩿⇕ᕤ法と

してのᬑ及のためのᐇドᐇ㦂を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

�.1� Ẽᐦ性と㏻㢼のά⏝㸦1㸧Ẽᐦ性のྥୖ 

・潜在的な㉁：「すき間の文化」としてᡂ❧してきた町家

の≉性ୖ、Ẽᐦ性はపい。 

・持続可能性：Ẽᐦ性能のない町家では、改修ᚋの性能

として「中Ẽᐦ」が㝈⏺であるが、この条௳下でᛌ㐺性

をྥୖさせることにより、持続可能性を⋓得する。 

・顕在化の手法：Ẽᐦ性 定の⤖ᯝ ��）、᪤存ᅵቨとⲨᗋ、

大ᘬの取りྜい部ศからの₃Ẽが᭱もከいことがࢃかり、

㝽間をࡩさࡂ、Ẽᐦ性を☜保した。 

�.1� Ẽᐦ性と㏻㢼のά⏝㸦2㸧㏻㢼の☜ಖ 

・潜在的な㉁：Ỉᖹ的なᗞの฼用、ᆶ┤的なト࢜リニワ

の฼用により、都市㞟住の⎔ቃのなかで通㢼を⋓得する。 

・持続可能性：中間ᮇ、ኟᮇ、෤ᮇそれࡒれのᏘ節にྜ

 。らえることで⎔ቃを調節するࡘせて建築空間をしࢃ

・顕在化の手法：ト࢜リニワにトࢵプライトを設け 度

ᕪ換Ẽで⮬↛換Ẽを⿵ᙉし、トࢵプライトを手動㛤㛢す

るために、キࢳࢵンୖ部にᮌࣝーࣂーによるキࣕࢵト࢘

࢛ーࢡを設置した(ᅗ 27,28)。෤Ꮨにはキࣕࢵト࢛࢘ー

 ࡬ンのᕸをᩜき、ୖ方࢛ࣇࢩにࢡ

の視⥺のᢤけを☜保しࡘࡘ、྿ᢤ 

けの෭Ẽ下がりを防Ṇした。 

 

 

 

 

 

�.1� ୍ᐊ✵㛫の✵ㄪ࣒ࢸࢫࢩ 

・潜在的な㉁：通㢼を主体とし、空調ࢩステムに㢗らࡎ

にேが⮬↛と関ࢃることで生まれる㇏かな住⎔ቃを生ࡴ。 

・持続可能性：通㢼による⎔ቃとඹ存できる空調ࢩステ

ムをᵓ築する。 
・顕在化の手法：ಶ々の部ᒇにエアコンを設置せࡎ、建

≀全体の空調として㍽ᑕ෭ᬮᡣを᥇用した ��）。あࢃせて

㍽ᑕパࣝࢿを空間の間仕ษりとして฼用した(ᅗ 29,30)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�.1� እẼに㠃さな࠸㒊ᒇ㸦࣐ࣀ࢝ࢼ㸧のග⎔ቃの☜ಖ 

・潜在的な㉁：ミࢭからᗞまで୍Ẽにࡘながる空間ᵓᡂ

により、࢜モテとニワからの୧㠃᥇光が可能となる。 
・持続可能性：෤Ꮨの ⇕⎔ቃ☜保を目的とした部ศ᩿

⇕状況時に、〼を㛢めきった場ྜにも࣐ࣀ࢝ࢼの光⎔ቃ

を☜保する。 
・顕在化の手法：࣐ࣀ࢝ࢼにト 
࢜リニワのトࢵプライトから┤ 
᥋光が届く࢞ラスኳ஭によるᗋ 
の間を設けた(ᅗ 31,32)。 
 
 
 
 
 
�  ᨵಟ手法のయ⣔化の試みࡓࡋ┠╔にࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞ

�.1 持続可能性࡬ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡽ࠿ 

前❶で考察した「町家が持ࡘ潜在的な㉁」はඛேたち

が築きୖげてきた「建築が本᮶的に持っている可能性」

すなࢃち「町家の▱性」とゝい得るものである。この「町

家の▱性」に応答するというጼໃは、回᚟してᮍ᮶にࡘ

なげるというレジリエンスの思想にࡘながっている。 

レジリエンスとは、୍ ⯡的には「㐺応する㐣⛬や能ຊ、

しなやかさ」を♧すゝⴥとされ、ᮦᩱຊ学や、防⅏、耐

震設計などでᶵ能維持性能、回᚟性能を♧すゝⴥとして

౑ࢃれてきたが、⅏ᐖ᚟ᪧだけでなく都市や建築にᑐ㇟

をᣑ大できる考え方であり、建築㞧ㄅ 2020 年 1 月ྕの

「≉㞟レジリエント建築♫఍の฿᮶」では「⎔ቃの変化

やᅔ㞴な状況に┤㠃した㝿にも㞴ᒁをษりᢤけて生きṧ

り、回᚟することのできる能ຊと考えることができる。

さらには、㏫ቃや試⦎をඞ᭹することで進化・῝化し、

㐺応し、ᡂ㛗する能ຊであり、ࢩステムが新しいᆒ⾮点

とⓎᒎにྥけて動いていくしなやかなᙉさをព࿡するゝ

ᅗ2� ┿✵᩿⇕ࣝࢿࣃを❆ୖ㒊に設 
 ࠋ࠺なࡇ࠾ᕥᐁをࠊࡋ⨨

ᅗ2� ࣡ࢽࣜ࢜ࢺのᆶ┤᥮Ẽ ᅗ2� ࢺ࢖ࣛࣉࢵࢺと 
 ࢡ࣮࢛࢘ࢺࢵࣕ࢟

ᅗ2� ᕥ㸸㸯㝵の㍽ᑕࣝࢿࣃ఩⨨を♧ྑࠋࡍ㸸࣒࣮ࣜࣝࢢࣥࣅの㍽ᑕࢿࣃ  ࣝ

ᅗ�� ᕥ㸸2㝵の㍽ᑕࣝࢿࣃ఩⨨を♧ྑࠋࡍ㸸2㝵ࣟࢺࣇの手ࡾࡍをව⏝ࡍる
㍽ᑕࠋࣝࢿࣃኟᏘは㸯㝵࣑࣐ࣀࢭの෭ᡣとࡶ࡚ࡋ฼⏝ࡍるࠋ 

ᅗ�1 1㝵ᖹ㠃ᅗ ᗋの㛫࢝ࢼࡽ࠿
 ࠋ࠺に᥇ගを行࣐ࣀ

ᅗ�2 ᗋの㛫୕ࡽ࠿ࢺ࢖ࣛࣉࢵࢺ
ゅᙧのගࡀ␚にⴠࡕるࠋ 

ᅗ2� ୙⧊ᕸをᕳࡓ࠸┿✵᩿⇕ᮦに 
計 ჾをࡓࡅࡘ状ែࠋ 
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ⴥとしてᤊえることができる」��）とまとめられている。 
また、ᖹᡂ 28 年 5 月に制定された࢙ࣟࣇࢡࢵラー財

団による「100 のレジリエント・ࢩティ」プࣟジ࢙ࢡト

13）（日本から京都市とᐩᒣ市がཧ加）にみられるように、

都市の持続可能性にもᒎ㛤されるᴫᛕとなっている。 
ୖグの観点から、前❶では、今回の改修計画でのᐇ㊶

をࡩまえ「潜在的に町家が有する持続可能性を顕在化す

る手法」にࡘいてグ㏙を行ったが、本❶では、それらを

「持続可能性をᡂ❧させる要⣲」として、レジリエンス

のᴫᛕに着目して整理する。 
�.2 町家のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪを㧗める㸱せ⣲ 
 レジリエンスを㧗める要⣲として、୍⯡的に以下の㸲

点がᣲげられている ���。 
ス：⎔ቃの変化などእ஘のᙳ㡪をうけないࢿストࣂࣟ・

ෆ的なࡤࡡりᙉい仕組み 
・リダンダンࢩー：リスࢡを回㑊できるవ⿱・వ地をあ

らかじめ持った෕㛗性 

・リࢯースࢿࣝࣇス：持っているさまࡊまな資源を、┤

㠃しているㄢ題にᑐし本᮶の目的を超えて活用し、⮫ᶵ

応変に஌り㉺える能ຊ 

・ラࢹࣆィティ：⣲᪩く᚟ᪧできる㎿㏿性 

これらのうち、⅏ᐖ時の性能としてのഃ㠃がᙉいラࣆ

ࢯー、リࢩス、リダンダンࢿストࣂࣟ、ィティを㝖くࢹ

ースࢿࣝࣇスの㸱要⣲が町家の持続可能性に関ࢃると考

えられる。空間、ᵓ造・ᵓ法、⎔ቃ、都市㞟住の㡯目ࡈ

とに「持続可能性をᡂ❧させる要⣲」として整理する。 

�.� 町家の≉㉁㸦1㸧✵㛫のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ 

ス：㝈られた空間のなかでの㊥㞳・㐲㏆のࢿストࣂࣟ・

ᕪを┦ᑐ的に設定するという、㧗ᐦ㞟住がࡘくりあげて

きた日本ேらしい⣽やかな空間ㄆ㆑ឤぬが、ෆ的な⢓り

ᙉい仕組みとなる。 

・リダンダンࢩー：建ල・␚のモࢹューࣝ性がᢸ保する

伝統建築における建築部ᮦ流通の仕組みが、しなやかな

෕㛗性としてᶵ能する。 

・リࢯースࢿࣝࣇス：その時代の要ㄳに応じて、いかよ

うにもᑐ応できるためのᕤኵや、Ꮨ節に応じたこまやか

なしࡘらえによるᕤኵが、空間をᡂ❧させる。 

�.� 町家の≉㉁㸦2㸧ᵓ㐀࣭ᵓ法のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ 

㞟ᐦ都市のなかで、前㠃㐨㊰とዟᗞしか空地のないᩜ

地に建≀を建てること、㔜ᶵのない時代にᩜ地いっࡥい

での建設を可能にすること、という制⣙から生まれたᵓ

造・ᵓ法のࢩステム ��）が町家にレジリエンスを生ࢇだ。 

 スࢩス：ᒇ᰿・ቨ・㍈組などの主要なᵓ造ࢿストࣂࣟ・

テムのᰂ㌾性が、ෆ的な⢓りᙉい仕組みとなる。 

・リダンダンࢩー：プラン・間仕ษりの可変性をチᐜす

る⮬⏤度が෕㛗性を生ࡴ。 

・リࢯースࢿࣝࣇス：⮫ᶵ応変に、യࢇだ部ศだけ⿵修

や取り換えができる。この୍例として、前❶に㏙べたも

の以እにも、᥋ྜ部が㔠≀や᥋着๣などでᅛ定されてい

ないことによる、解体のᐜ᫆性、部ᮦの再ᵓ築・再฼用

のᐜ᫆性が生ࡴ、可変性の仕組みがあげられる。 

�.� 町家の≉㉁㸦�㸧⎔ቃのࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ 

ス：ேⅭ的でなく⮬↛にᐤりῧって⎔ቃをࢿストࣂࣟ・

くるస法、ኟと෤を住みศける住まい方が、ෆ的な⢓ࡘ

りᙉい仕組みとなる。 

・リダンダンࢩー：෕㛗性にᐩࢇだ通㢼や᥇光の手法が、

ミࢭからᗞまでひとࡘながりの空間ᵓᡂとト࢜リニワの

ᆶ┤性にᨭえられている。 

・リࢯースࢿࣝࣇス：「㢼通しをᦆなࡎࢃ、いࡘでもඖの

状ែにᡠせる」という⮫ᶵ応変な改修のᕤኵが、㐣ཤか

ら現在まで大ษに継承されてきた。 

�.� 町家の≉㉁㸦�㸧㒔ᕷ㞟ఫのࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ 

ࣇ）くることがそのまま⾤୪みࡘス：家をࢿストࣂࣟ・

ながる、町家のࡘくることにࡘサード、ᒇ᰿、ᗞ）を࢓

༟㉺した都市型建築としてのあり方が、㠃的に㞟積され

た都市空間の㉁に㈉⊩する。 

・リダンダンࢩー：町家のプࣟࢢラムやかたちは୍ᡞ୍

ᡞでᚤጁに異なりながら、全体として連続した⾤୪みの

形ᡂに㈉⊩している。 

・リࢯースࢿࣝࣇス：新しい建≀（5&、㕲㦵、在᮶ᮌ造）

がΰ在した現在の都市空間にᑐして、࿘ᅖの建築に有形

↓形のさまࡊまなἼ及ຠᯝをもたらす。 

�.� のせ⣲と持続可能性を顕在化させる設ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞ

計手法の࣐ࢫࢡࢵࣜࢺ 

4.3から4.6で㏙べたレジリエンスのᴫᛕを用いた「持

続可能性をᡂ❧させる要⣲」と、前❶で㏙べた「潜在的

に町家が有する持続可能性を顕在化する手法」の┦関関

係にࡘいて考察した(ᅗ 33)。この࣐トリࢡࢵスにより、

例えࡤ、スケࣝトンのᶵ動性や、耐ຊቨのᶵ動性という

手法が、ᵓ造・ᵓ法のレジリエンスだけでなく、都市㞟

住のレジリエンスに大きく関係していることをㄞみ取る

ことが可能と思ࢃれる。 

�  ௒ᚋのㄢ㢟ࡧࡼ࠾ࠊとめࡲ

㸱❶では、町家の≉㉁を「潜在的な㉁」「持続可能性」

「顕在化の手法」としてグ㏙し、改修手法を「潜在的な

持続可能性を顕在化する」というᯟ組みで整理した。 
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㸲❶では、その手法をレジリエンスのᴫᛕに着目して

整理を行い、レジリエンスのᴫᛕによる「持続可能性を

ᡂ❧させる要⣲」と「潜在的な持続可能性を顕在化する

設計手法」の関係にࡘいて考察した。 

「町家が持ࡘ㉁」はඛேたちが築きୖげてきた「建築

が本᮶的に持っている可能性」すなࢃち「町家の▱性」

とゝい得るものである。本稿は、町家をサステࢼブࣝ・

ととらえ、その持続可能性に着目し、このࢢィンࢹࣝࣅ

「町家の▱性」に応答する試みにより「町家の▱性」の

୍➃を᫂らかにしたものである。 

�.� ௒ᚋのㄢ㢟 

以下㸱点、ㄢ題をグして本稿を㛢じたい。 

いて：⾤区全体での町家の保存は、現ࡘサードに࢓ࣇ・

代都市においては不可能、不⮬↛であるとのㄆ㆑に❧ち、

さまࡊまな建≀（5&、㕲㦵、在᮶ᮌ造）がΰ在した⾤୪

みで町家がඹ存していくという視点からの町家の࢓ࣇサ

ードのあり方の᳨ウが必要である。本計画に関しては、

けられたものでᙜึのព໶でࡘサードはᚋの改築で࢓ࣇ

はない。しかし、すでに⾤のᬒ観の୍部になっていると

考え、今回は⿵修にとどめ、手を加えていない。࢓ࣇサ

ードに関する手法の᳨ウにࡘいては今ᚋのㄢ題である。 
・⎔ቃ性能にࡘいて：町家の持続可能性の᳨ウㄢ題とし

て、居住⎔ቃを改ၿするためのさらなる▱ぢの☜❧が必

㡲であり、今回、京都大学ᑠ᳚・ఀᗞ◊✲ᐊによりᐇ 

調査および解ᯒモࣝࢹのసᡂを行っていただいた 11）。今

ᚋ୍ᒙの、エࢹࣅンス・࣋ースド・ࢨࢹインを行うため

の整ഛ（ࢹーࢱ཰㞟、解ᯒモࣝࢹ）が必要と思ࢃれる。 

・住みこなしの᳨ドにࡘいて：㸲❶にグしたレジリエン

スの㡯目のල体的手法には、現代ではかなり⾶㏥してい

るものもྵまれ、今ᚋ、どのように手法を回᚟すべきか、

住みこなしのプࣟࢭスのなかで「顕在化」の手法が有ຠ

にᶵ能しレジリエンスを⋓得できるか、Ⓨಙしていくべ

き生活文化はఱか、という᳨ドも必要であると思ࢃれる。 
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